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昨
今
、
中
小
企
業
の
経
営
者
の
方
々

に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
不
良
債
権
の
取

立
て
、債
務
の
支
払
い
、債
務
整
理
（
民

事
再
生
な
ど
）
な
ど
法
律
相
談
の
需
要

が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
弁
護
士
会
と

し
ま
し
て
も
、
こ
の
分
野
独
自
に
相
談

会
を
実
施
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
要
領
に
て
法
律

相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
法
律

問
題
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々

は
、
是
非
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
下
さ

い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

日
時　

平
成
20
年
3
月
7
日
（
金
）

　
　
　

午
後
3
時
～
5
時

場
所　

千
葉
県
教
育
会
館
５
０
１
号
室

相
談
内
容　

限
定
な
し

問
合
せ　

千
葉
県
弁
護
士
会
ま
で

電
話　

０
４
３
‐
２
２
７
‐
８
４
３
１

　

第
１
６
８
回
臨
時
国
会
は
、
平
成
19

年
9
月
10
日
に
召
集
さ
れ
、
平
成
20
年

1
月
15
日
に
閉
会
し
た
。

　

同
国
会
で
は
、
89
件
の
法
律
案
（
継

続
法
案
を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
、
24
件

が
成
立
し
た
。

同
国
会
で
成
立
し
た
主
な
法
律
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。（　

）
内
は
交
付
日
。

▼
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
11
・
16
）
▼
電
気
用

品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
11
・
21
）
▼
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
11
・
21
）

▼
温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
11
・
30
）
＝
温
泉
の
採
取
等
に
伴
い

発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災

害
を
防
止
す
る
た
め
、
温
泉
を
ゆ
う
出

さ
せ
る
目
的
で
行
う
土
地
の
掘
削
等
に

係
る
許
可
の
基
準
の
見
直
し
、
温
泉
の

採
取
に
係
る
許
可
制
度
の
創
設
等
の
措

置
を
講
じ
た
も
の
。
▼
労
働
契
約
法

（
12
・
5
）
＝
就
業
形
態
の
多
様
化
、

個
別
労
働
関
係
紛
争
の
増
加
等
に
対
応

し
、
労
働
者
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
個

別
の
労
働
関
係
の
安
定
に
資
す
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
労
働
者
及
び
使
用
者
の

自
主
的
な
交
渉
の
下
で
、
労
働
契
約
が

合
意
に
よ
り
成
立
し
、
又
は
変
更
さ
れ

る
と
い
う
合
意
の
原
則
及
び
労
働
契
約

と
就
業
規
則
と
の
関
係
等
を
定
め
た
も

の
。
▼
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
12
・
5
）
▼
厚
生
年
金
保
険

の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
（
12
・
19
）
＝
政

府
が
管
掌
す
る
厚
生
年
金
保
険
事
業
及

び
国
民
年
金
事
業
の
適
正
な
運
営
並
び

に
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
国
民
年
金

制
度
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
確
保
を

図
る
た
め
、
厚
生
年
金
保
険
制
度
に
お

い
て
事
業
主
が
被
保
険
者
の
保
険
料
を

源
泉
控
除
し
て
い
た
が
納
付
義
務
を
履

行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に

お
け
る
保
険
給
付
に
関
す
る
特
例
を
設

け
る
ほ
か
、
当
該
事
業
主
が
特
例
納
付

保
険
料
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
措
置
等
を
講
じ
た
も
の
。
▼
政
治

資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
12
・
28
）
▼
テ
ロ
対
策
海
上
阻
止
活

動
に
対
す
る
補
給
支
援
活
動
の
実
施
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
1
・
16
）
＝
国

際
社
会
が
国
際
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防

止
及
び
根
絶
の
た
め
の
取
組
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
テ
ロ
対

策
海
上
阻
止
活
動
を
行
う
諸
外
国
の
軍

隊
等
に
対
し
補
給
支
援
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
が
国
際
的
な

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
根
絶
の
た
め

の
国
際
社
会
の
取
組
に
引
き
続
き
積
極

的
か
つ
主
体
的
に
寄
与
し
、
も
っ
て
我

が
国
を
含
む
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安

全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
等
所
要
の
措

置
を
講
じ
た
も
の
。
▼
特
定
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ

因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害

者
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
1
・
16
）

　

千
葉
県
で
は
「
働
く
こ
と
の
意
味
と

楽
し
さ
の
わ
か
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の

一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
就
業
体
験
学
習
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た
半
日
程

度
の
職
場
見
学
、「
ゆ
め
・
仕
事
ぴ
っ

た
り
体
験
」
を
平
成
20
年
度
か
ら
県
下

全
て
の
小
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
職
場

見
学
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
、
各
企

業
・
事
業
所
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先　

〒
２
６
０
‐
８
６
６
２

千
葉
県
教
育
庁

教
育
振
興
部
生
涯
学
習
課

学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
室

電
話
０
４
３
‐
２
２
３
‐
４
０
６
９

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
・
事
業
所

様
に
は
、
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
配
り

し
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
中
小
企
業
法
律
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

第
１
６
８
回
臨
時
国
会
で

成
立
し
た
主
な
法
律

子
ど
も
た
ち
の
勤
労
観
・
職
業
観
を

育
て
る
た
め
に

高等学校 中学校 小学校




